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静岡大学教育学部研究報告 (人文・社会科学篇)第51号 (2001.3)33～94

韓国における日本大衆文化の調査研究 (4)

Researches on Japanese Mass Culture in Korea

馬 居 政 幸・夫   伯
Masayuki UMAI and Baek POE

(平成12年10月 10日受理)

はじめに

我々は90年代初頭以来、韓国青少年の間に広がる漫画やアニメを代表とする日本の大衆文化

の実態と、その影響や社会的背景に関心をもち調査を行ってきた。また、その成果をふまえな

がら、96年度から3年計画で、韓国ソウル大学校師範大学の永達教授と、漫画家としても高名

な徳成女子大学校の李元破教授らも共同研究者に迎えて、「韓国における日本の大衆文化につい

ての調査研究」 (文部省科学研究費補助金・国際学術研究)と のテーマにより、継続的な調査と

研究を開始した。

ところが、本格的な分析を進めようとした97年から98年にかけて、本研究を準備する段階で

は全く予測していなかった、それも研究の前提条件を覆すような大きな変化が韓国社会に生じ

てしまった。97年後半の経済危機と翌年の98年に就任した金大中新大統領による日本文化開放

政策である。

我々は、この現実の変化に対応すべく研究計画を組み直す一方で、新たな調査研究のための

準備を始めた。そして、「韓国における日本文化開放についての調査研究」とのテーマによる 3

年計画の調査研究を文部省に申請し、99年～01年度科学研究費補助金の対象として認められた。

本年 (2000)度 も、その 2年目として、96年～98年度の 3年間と99年度の調査をふまえ、経済

危機克服と日本文化開放の進行に伴う韓国社会の変化、とりわけその青少年への影響を明らか

にするための調査研究を進めてきた。

その過程で、我々は韓国の日本語教育や日本文学の研究者をメンバーとする韓國日本文學會

の要請により、「韓国は今後日本文化をいかに受け入れたらよいか」をテーマとする「2000年秋

期国際学術大会シンポジウム」の基調発表者として、「韓国青少年における日本大衆文化の接触

状況にみる受容論議の問題性と課題」と題する論考を発表する機会を得た。

幸いにも、我々の発表内容は韓国の研究者に高く評価されるとともに、韓国 KBSラ ジオの国
際放送や韓国 3大紙の一つである韓国中央日報の文化欄に大きく紹介された。

そこでこの基調発表の内容をもとに、シンポジウムでの論議をふまえ、カロ筆修正をしたもの

を、「韓国における日本大衆文化の調査研究(4)」 として、本研究報告の場を借りてまとめたのが

本稿である。
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ところで、この96年度から始まる二つのテーマに基づく調査の項目は多岐にわたるが、その

中核となるのが、 4年間、同一の質問文で継続的に実施してきた、初等学校 (韓国小学校)5
年生、中学校 2年生、高等学校 2年生に対する「日本大衆文化への接触状況」についての質問

紙調査である。そこで、韓國日本文學會のシンポジウムでは、「韓国は今後日本文化をいかに受

け入れたらよいか」とのテーマの趣旨に基づき、この質問紙調査による結果の 4年間にわたる

変化に注目することから、これまでの韓国における日本文化受容に関する論議における問題性

と今後の課題についての我々の見解を提示した。その内容は、当然のことながら、韓国の研究

者を対象にまとめたものであるため、日本で生活する者にとっては、そのような見解の前提と

なる韓国社会の特性や世論の変遷についての理解が必要となろう。そのため、本研究報告での

発表のために加筆修正をする過程において、日本の読者を対象に書き改めることを検討した。

しかし、修正は最小限に止め、韓国での発表の文脈をあえて残すことにした。もし、日本の読

者として、本稿の内容に理解しにくい部分や違和感を感じる部分があって、その理由にこだわ

ることで韓国社会と日本社会の差異に関心がむけられることになれば、そのことこそ本研究の

意図することであると考えたからである。

なお、質問紙調査の概要と調査対象については末尾に収めた資料を参照いただきたい。また、

本稿の前提にある96年度から99年度にかけての基礎的なデータについては、本研究報告の第49、

50号に発表した「韓国における日本大衆文化の調査研究(1),(3)」 を参照いただきたい。99年度

の質問紙調査の結果については、基本的なデータを図示したものを、本稿の末尾に資料として

添付する。加えて、本稿の原案となった、シンポジウムでの基調発表のために提出した小論の

韓國日本文學會によるハングル訳も資料として添付する。

1。 日本文化への接触状況 (99年度調査から)

まず、最も新しい99年度調査 (99年末から02年 2月 にかけて実施)の結果から、関係するデー

タを取り上げて紹介したい。

図1は、韓国の青少年の生活のなかに日本大衆文化がどの程度広がっているかを明らかにす

るために、①「日本の翻訳漫画」、②「日本の映画 (含むアニメ,)」、③「日本の大衆歌謡」、④

「日本のゲーム」、⑤「日本の雑誌・写真集」、⑥「日本の衛星放送」、⑦「インターネットによ

る日本文化の接触」の 7項目それぞれについての接触状況 (「ほぼ毎日」、「一週間に数回」、「半

月に数回」、「―ヶ月に数回」、「数ヶ月に数回」)を質問した結果を図示したものである。

図 1が示すように、①「日本の翻訳漫画」では、「ほぼ毎日」接しているのが21.5%、「一週

間に数回」が29.1%である。漫画は週干J雑誌に掲載されることを考えれば、「ほぼ毎日」と「一

週間に数回」をあわせた50.6%、 すなわち半数が継続的に日本漫画に接していることになる。

それに「半月に数回」、「一ヶ月に数回」、「数ヶ月に数回」をあわせた日本の翻訳漫画に接して

いる青少年の割合 (総接触度)は88.1%である。日本の翻訳漫画は韓国青少年の間にほぼ定着

したといっても過言ではない数値と考える。

②「日本の映画 (含むアニメ)」 には、毎週接しているのが22.2%と 漫画ほどではないが、総

接触度73.9%と あわせて考えれば、やはり定着度は高いといえよう。

③「日本の大衆歌謡」の場合は、毎週接しているのは12.0%だが、総接触度は49。 7%である。

これまで完全に禁止されていたはずの日本歌謡も、現在は接している者が多数派になろうとし

ている数値であろうか。後に改めて考察するが、日本文化開放の影響を最も受けたのがこの大
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衆歌謡といえる。

④「日本のゲーム」の場合は、毎週接しているのは漫画より多く41.8%、 総接触度は79.7%。

これも完全に定着したといえよう。

⑤「日本の雑誌・写真集」はさすがに毎週接しているのは7.8%と 少ないが、それでも総接

触度は42.6%である。

⑥「日本の衛星放送」で日本文化に毎週接しているのは17.6%だが、総接触度は49.6%と 二

人に一人である。

⑦「インターネット」を通した日本文化への接触も毎週は10。 8%で 10人に一人だが、総接触

度では37.7%い る。

さらに、図 2と 図 3をみていただきたい。男女別に初等、中学、高校の総接触度を図示した

ものである。男子の場合、日本の翻訳漫画のみ中学がやや多いものの、他の項目は全て年齢が

上がるとともに総接触度も増加。しかも、高校段階では最も低い「インターネット」でも60.1%

である。

女子の場合は、総接触度がやや男子より低いものの、初等、中学、高校と年齢があがるにし

たがって総接触度の数値が上がる傾向は男子と同様である。その中で、⑤「日本の雑誌・写真

集」は高校で47.6%と 半数以下だが、女子高校生が好んで読むファッション雑誌は、日本で出

版される雑誌とほぼ同様の編集内容であることから、実質的に日本文化と接している者の割合

はより高いことが予測できる。また、33.3%と 最も低い⑦「インターネット」の場合は、日本

文化との関係よりもコンピューターの普及というハード部分の差の反映とも考えられる。ちな

みに、本年 3月 にソウル市内の中学校で実施した「中学生の生活とメディアに関する調査」に

おいて、自分専用のパソコンを所有しているかどうかを質問したところ、男性の所有者が56.8%

であるのに対して、女性は44.9%であった。 (→表 1)

今後、女性のコンピューター所有者が増加するにしたがい、日本文化への接触頻度も高まる

ことが予測される。

そこで、今後の傾向を考察する上での参考とするため、次に過去 3年間のデータと比較した96

年から99年にかけての 4年間の変化を見てみたい。

図 1 日本に関連するものへの接触頻度 (1999年 )

口1.ほぼ毎日接して
いる

■2.―週間に数回

口3.半月に数回

口4.―ヶ月に数回

■5。 数ヶ月に数回

口6.接していない

国無回答

①日本の翻訳漫画

E]10.0% 
□ 1・9%

②日本の映画(アニメ)

□3.1%団 7.1%
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③日本の大衆歌謡

⑤日本の雑誌・写真集
□3.196

④日本のゲーム

目3.4%

Ell l.8%

⑥日本の衛星放送

■4.1%  口7.1%

■ 10.576

E]5。 996

口 8。 1%

■ 18.096

⑦インターネット



韓国における日本大衆文化の調査研究 (4)

図 2
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図 3
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表 1 パソコンの所有率―中学生

男子 女子

諄国 56.8 44.g

日本 6.3 4.5
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2.日本文化接触状況の変化 (96年～99年 )

図 4は、上記の各項目の総接触度と「接していない」者の割合の変化を図示したものである。

いずれも、総接触度は経済危機の影響のためか、96年から97年にかけて低下もしくは横ばいで

推移する。しかし、その後、98年から99年にかけてかなりの角度で増加する傾向を読み取るこ

とができる。ちなみに、97年度の調査は経済危機の真っ只中にあった12月 に実施したものであ

る。

その中で、①「日本の翻訳漫画」は既に96年の段階で83.1%、 ほぼ全体に広まっていたとい

える。また、②「日本の映画 (含むアニメ)」 は96年では63.2%であったものの、99年は73.9%、

同様に、④「日本のゲーム」も96年65.8%か ら99年79.7%と ほぼ全体に広がる傾向にある。ま

た、③「日本の大衆歌謡」は96年 20。 0%から99年49.7%、 ⑥「日本の衛星放送」も96年37.0%

から99年49.6%と 増加し、ともに「接していない」との割合が逆転し、接している者の方が多

数派を占めるようになった。

また、⑤「日本の雑誌・写真集」と⑦「インターネットを通した日本文化の接触」は増加傾

向にあるものの、99年時点で「接していない」が多数派ではある。しかし、⑤「日本の雑誌・

写真集」の場合は、先に述べたように、ファッションを代表に、実質的に韓国出版社による雑

誌の中に日本文化は含まれている。また、⑦「インターネット」はハードの所有の有無が影響

することから、今後、コンピューターの普及とともに急激に総接触度は増加することが予測さ

れる。

ただし、これまでのデータは、「数力月に数回」という非常に広い範囲で把握した接触頻度の

結果である。そこで、より明確に日本文化受容状況を示す所有の有無を質問した結果を紹介し

たい。それが次の表 2である。

先ず、99年をみると、「①韓国漫画の単行本」を所有しているのが46.9%に対して「②韓国語

に翻訳された日本漫画の単行本」が45。 0%と ほぼ同じである。「③韓国語に翻訳されていない日

本漫画の単行本」を所有する者も17.2%い る。かつて、私がこの調査を始めた90年代前半では、

日本の漫画の方が韓国の漫画よりも人気が高かった。しかし、現在は韓国の若い漫画作家によ

り、日本の漫画よりも優れた作品が生み出されている。このことは今後の日本文化受容の問題

を考える上で考慮すべきこととではないか。

次に「歌謡」の場合、「④韓国歌謡テープ」が85.3%、「⑤韓国歌謡 CD」 が70。 0%に対して、

「⑥日本歌謡テープ」は20.3%、「⑦日本歌謡 CD」 20.6%と 少ない。しかし、漫画と異なり、

歌謡テープやCDはかなり厳格に輸入が禁止されていたことを考えれば、この数値は決して低

くないのではないか。特に、96年 との比較や先の総接触度の増加傾向を考慮するなら、今後、

文化開放の進行とともに漫画と同様の傾向を辿ることも予測される。

また「③韓国語に翻訳された日本漫画ビデオ」が26。 1%に対して、「⑨韓国語に翻訳されてい

ない日本漫画ビデオ」は15.3%、「⑩日本のビデオドラマテープ」も15。 7%である。数値的には

少数派だが、「翻訳されていない」という条件を考えるなら、低い数値とはいえないのではない

か。また、「翻訳された」ビデオの場合も、漫画ビデオという商品の特性から、四人に一人が所

有するということをどう評価すべきか。

他方、「⑪韓国のゲームソフトプログラム」が55.4%に対して、「⑫日本のゲームソフトプロ

グラム」は40.7%と 少ない。この二つだけは96年 と99年で所有率が逆転している。これは日本

のゲームソフトの所有率が減少したのでなく、漫画と同様に韓国側におけるゲームソフト開発
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力を反映したものであろう。

「⑬日本のファッション雑誌」の16.4%、「⑭日本の女性写真集」の15.6%の場合は、いずれ

も未翻訳の漫画やビデオと同様の傾向としてとらえられよう。

それに対して、「⑮日本の学用品」を70.4%が所有している。「⑩日本でつくられた服」も28.

2%、 四人に一人以上が所有。また、98年から調査項目に加えた「⑭日本のキャラクター商品」

は56.1%か ら65.1%と 急激に所有者が増カロしている。

このキャラクター商品に限らず、96年 との上ヒ較では、いずれも増カロ傾向にあることを指摘で

きる。また、総接触度で確認したほどの比率ではないが、韓国漫画と韓国語に翻訳された日本

漫画の所有率がほぼ同数であることが象徴するように、日本の子どもたちや若者をひきつける

商品は、ほぼリアルタイムで韓国の子どもたちや若者の間に広がる傾向にあることも指摘でき

よう。

このこととかかわって、もう一つ興味深いデータを紹介したい。

表 3は、いずれも日本のアニメや漫画の題名である。ただし、これは日本名である。質問で

は韓国での名称を用いて、それを初めて見た年齢を質問した結果の平均値を列記したものであ

る。明確に作者の名称が記されている漫画と異なり、アニメは韓国語に吹き替えてあれば、日

本でつくられた作品であっても、それを韓国製と思って見る可能性が高いことから試みた質問

である。その結果、いずれも8歳前後で接していることがわかる。ただし、①～⑫は最近の作

品のため、初めて見た年齢が高くなるっている。また 8歳前後というのは、小学校 2年生であ

る。幼児用ではなく、青少年向けのアニメを理解できるようになる年齢といえよう。その意味

で、いわばある程度自己認識が形成される時期から、日本の文化は韓国の子どもたちの世界に

入り込んでいると位置づけられよう。

では、このことが青少年にどのような影響を与えるか。そのことを考察する手掛かりとして、

日本と日本人に対する評価の変化について、調査した結果を紹介したい。

図4 日本に関連するものへの総接触度の変化

①日本の翻訳漫画
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③日本の大衆歌謡
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韓国における日本大衆文化の調査研究 (4)

表 2 所有している割合

1996年 1997年 1998年 19991平

Э韓国語漫画の単行本 45。 C 45.5 44。こ 46.C

Э韓国語に翻訳された日本漫画の単行本 41.2 38.9 41.3 45。 C

Э韓国語に翻訳されていない日本漫画の単行本 10.4 12.1 11.8 17.2

Э韓国歌謡テープ 84.5 85.1 88。 2 85。 3

Э韓国歌謡CD 53.1 56.C 64.] 70.C

Э日本歌謡テープ 12.2 15.5 20.3

Э日本歌謡CD 8.4 10.4 13.G 20。 (

Э韓国語に翻訳された日本漫画ビデオ 13.嘔 17.5 19.G 26.1

Э韓国語に翻訳されていない日本漫画ビデオ 7.3 9.7 11.2 15.3

Э日本のビデオドラマテープ 6.1 15.ワ

Э韓国のゲームソフトプログラム 26.2 46.2 48.3 55。 4

9日本のゲームソフトプログラム 34.| 28.2 33.1 40.7

Э日本のファッション雑誌 11.( 12.1 12。こ 16.4

Э日本の女性写真集 9。 2 10。

'

13.C 15.(

Э日本の学用品 67.3 69.4 67.C 70。 4

Э日本で作られた服 21。 9 23.1 24。 3 28.2

D日本のキャラクター商品 56.2 65。 1

*数値は 1つ以上持っている人の割合 (%)

表 3 初めて見たアニメや漫画の年齢

初等学校 (歳 )

1996年 1997年 1998年 1999年

Э未来少年コナン 9.32 8.07 7.73 8.07

Эガッチャマン 9。 1( 8.23 8.18 8.2C

Э鉄人28号 10。 11 8.7( 8.6C 8.2C

Э銀河鉄道999 10.21 9。91 9.2C 8.8遍

Эど根性ガエル 10.20 9。 2C 8.81 8.91

Эベルサイユのバラ 9.4G 9.21 9.15 8.69

Э千年女王 8.54 7.99 8.3G 8.21

Эミンキーモモ 8.5C 8.40 8.2〔 8.10

ЭマジンガーZ 7.4g 7.37 7.51 7.75

Dエバングリオン 10.61 10.1(

Эセーラームーン 10。7g 10。3C

Эスラムダンク 11.19 10。 17
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3。 日本と日本人に対する評価の変化

図 5は、日本と日本人に対する韓国青少年の評価を明らかにするために、26項目にわたり質

問した結果を、肯定派 (「そう思う」+「 どちらかといえばそう思う」)と否定派 (「そう思わな

い」十「どちらかといえば」)に別けて集計し、四年間の変化をグラフによって示したものであ

る。

まず全体として、数値の差はあるものの、96年から99年にかけての 4年間で、どの項目も日

本や日本人について肯定的に評価する割合が増カロし、否定派が減少していることが指摘できる。

またその変化の傾向から、「(1)肯定と否定の割合が逆転した項目」、「(2)肯定と否定の差が少な

かったが、肯定が増加し否定が減少した項目」、「(3)否定が多かつたが、肯定が増加、否定が減

少し、差が縮小した項目」、「(4)ほ とんど変化していない項目」の 4種に分けることができる。

それぞれ99年度調査結果の肯定度の高い1買に並べ替え、 4年間の増減 (変化率)と ともに一覧

表にしてまとめたのが表 4である。

まず、「(1)肯定と否定の割合が逆転した項目」と「(2)肯定と否定の差が少なかったが、肯定が

増加し否定が減少した項目」の欄から、この 4年間、とりわけ経済危機から文化開放へと変化

した98年以後、韓国の青少年のなかに日本、日本人、日本文化への積極的で肯定的評価を伴つ

た意識が形成されていることを読み取りたい。特に、「(1)」を構成する項目は、「日本への旅行」

「日本語の勉強」「漫画等を自由に」を代表に、その多くは、身近でかつ具体的な行動と直接結

びつく内容である。先に確認した韓国青少年の世界への日本文化の広がりと平行 (反映→相関)

する意識と位置づけることができよう。

他方、差が縮小したとはいえ、否定派が今なお多い「(3)」 を構成する項目から、不信感もま

た根強いことを確認せざるをえない。特に、このグループを構成する項目は、「(1)」 と異なり、

日本や日本人に対する一般的なイメージを問う内容が多い。そのため、調査対象者の中学生や

高校生の段階では、抽象度が高く、自分の経験を基に判断することが難しい内容かもしれない

が、それだけに、韓国社会に常識として存在する価値意識の反映とみなすことができる。

しかし、この「(3)」 の領域にも変化を見いだすことができる。96年では、否定派が過半数を

しめる項目が11項目中 8項目あり、それも70～80%と圧倒的多数派であった。ところが、99年

度では過半数を越える否定派は5項目にへり、その割合も50%代である。加えて、「敵対感」、

「親密感」、「韓国人より才能優れる」「西欧人より好き」「日本企業に就職」はいずれも慎重派

がこの 4年間で10ポイント以上増え、肯定できないが、否定もできない、という層が増加して

いることが読み取れる。

したがって、以上のことから、中・高校生による「日本と日本人への評価」について、まず、

具体的、個別的、経験的に判断できる部分では、日本文化への接触度の高まりとともに肯定的

評価が増加する傾向がみられる。他方、一般的もしくは経験の外にあることについては、積極

的な肯定にまでいかなくとも、明確に否定することにも躊躇するという意識が増える傾向にあ

ることを指摘できる。

さらに、このような回答傾向のなかに、今後の日本と日本人への評価が変化する方向を読み

取ることができまいか。少なくとも、先に紹介した接触状況についての調査結果と重ねて理解

するなら、次のことを指摘できると考える。



韓国における日本大衆文化の調査研究 (4)

i.韓国青少年の世界に、日本の同年代の子どもや若者の文化が、リアルタイムで広がる基盤
が既に成立している。

五。そのことと平行して、韓国青少年の日常経験と結びつく行動や文化のレベルでは、日本と

日本人に対する肯定的かつ積極的な興味や評価が高まる傾向にある。

面。その意味で、日本文化開放施策は、個別的な開放方法や内容あるいは進行度の問題とは別

に、少なくとも日本文化や日本人への拒否感を和らげる契機になっている。

これらの傾向をふまえて、冒頭で紹介したように、我々は韓國日本文學會のシンポジウムに

おいて、日本文化を韓国社会が受容することについてのマスコミも含めた韓国言論界の問題性

と課題について、「韓国青少年における日本大衆文化の接触状況にみる受容論議の問題性と課

題」と題して、我々の見解を提示した。シンポジウムでの口頭発表という性格から、質疑応答

の部分も含めてその内容は多岐にわたったが、その中から、主要な課題として 3点に焦点づけ

て、以下まとめておきたい。ただし、やはり本稿の「はじめに」において述べたように、以下

の記述は韓国の研究者を対象に提示したものであることを改めて断っておきたい。

図5 「日本や日本人に対する評価」の 〔肯定派〕と 〔否定派〕の変化率
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3)将来、韓国の存在を脅かす国
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5)一般的に国民の考え方が韓国人と同じ
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6)理解できない不可解な国
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7)勤勉で優れた資質を持つた国
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8)日本国民の才能が韓国国民より優れている
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9)韓国は将来日本と対等になる
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10)日本人に対して親密感を感じる
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韓国における日本大衆文化の調査研究 (4)

11)日 本人に対して敵対感を感じる
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12)日 本や日本人に強い関心を持つている
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13)西欧人より日本人が好き
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14)中国人より日本人が好き
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15)日 本に旅行に行きたい
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16)日 本の大学や大学院に行きたい
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17)日 本企業に就職して働きたい

80.0

70.0

00.0

50,0

40.0

30.0

20Ю

10.0

0.0

::轟 ::菫華1群1
鸞

轍難轟難難難灘轟轟 1::11:::::I
灘II難華1組難暮難111職 11:11轟苺:難華華:喜畢鶴締饉機議:
1=1131 |||"=着 111111■ 1111111111燎4薇li■1薔

難
撻辮辮

一難
榊

“

:::: 撃I署灘導
::::彗:::::::華華華11::華華葺II:

攀曇難華華難難轟曇華:轟難l

菫1111111:1 :難議縦I彗 :霧:I

1996書ユ  19971二   19981ヨ   1999年

18)日 本でしばらく生活してみたい
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19)日 本人と友達になりたい
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20)日本人を家に招待したい
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21)日本人と一緒に仕事をしたい
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22)日本語を勉強したい
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23)両国の関係をよくするために努力したい
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24)日本の文化を学びたい
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25)日本の技術を学びたい
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26)日 本文化や漫画や歌謡等自由に接したい
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注  〔肯定派〕は、「そう思う」と「どちらかといえばそう思う」の合計値
〔否定派〕は、「そう思わない」と「どちらかといえばそう思わない」の合計値
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注 1 〔肯定派〕、〔否定派〕は、図 5参照。〔慎重派〕は、「どちらとも言えない」の割合.

注2 「変化率」は、99年と96年の差を算出したもの。

注3 *は、否定的イメージに対する質問で、肯定と否定が逆転する。

(1)  〔肯定派〕と 〔否定派〕の割合が逆転した項目

(2)  〔肯定派〕と 〔否定派〕の差は少なかったが、〔肯定派〕の増加、〔否定派〕の減少により、差が拡大した項目

(3)  〔否定派〕が多かつたが、〔否定派〕が減少し、〔肯定派〕が増加することにより、両者の差が縮小した項目

(4) ほとんど変化してない項目

表4 「日本や日本人に対する評価」の
´
〔肯定派〕、〔否定派〕、〔慎重派〕の 4年間における変化率

項 目 肯定派 否定派 慎重派

96-→ 99 96-→ 99

ヽ
１

″

15)日本に旅行に行きたい 42.1-→ 58.9 44.2-→ 22.5

7)勤勉で優れた資質を持った国 32.5-→ 43.7 45.0-→ 27.6

18)日本でしばらく生活してみたい 42.2-→ 55。 1 |■1219: 44.8-→ 24.7

22)日 本語を勉強したい 38.7-→ 54.5 ■1518 46.1-→ 23.9

26)日 本文化や漫画等自由に接したい 27.7-→ 47.5
=薗
:31 54.2-→ 28.4

19)日 本人と友達になりたい 27.0-→ 46.3 54.7-→ 28.7

23)両国の関係をよくするために努力したい 35。 1→46.9 41.8→23.6 ti攀1欄機|

24)日 本の文化を学びたい 24。 0→40。 8 56.6-→ 30。9

25)日本の技術を学びたい 33.6-→ 38.1 50。 0-→33.4

（
２
）

1)国民にバイタリティがあり将来性のある国 42.8-→ 51.9 35.4→23.5 ■■119

4)韓国の発展のために協力の必要な国 40.7-→ 49.7 39.0→24.7

（
３
）

12)日本や日本人に強い関心がある 27.1→34.3 53.1-→ 40.0

*3)将来、韓国の存在を脅かす国 48.7-→ 39.7 31.1-→ 33.7

*H)日 本人に対して強い敵対感を感じる 51.5→33.6 111719 30.0033.5

21)日 本人と一緒に仕事をしたい 15.8→ 28.2 ■12,41 65。 9042.8

16)日本の大学や大学院に行きたい 12.6→ 24.4 |+1118, 71.3-→ 48.7

14)中国人より日本人が好き 14.3…→23.6 62.6-→ 43.6

10)日本人に対して親密感を感じる 9。 7-→ 19.8 I十ユ0111 75。0→50.5

8)国民の才能が韓国人より優れている 15。 0-→ 19.2 66.9→50.4

13)西欧人より日本人が好き 6.3-→ 18.9 78.5-→ 51.1

17)日本企業に就職したい 10.9-→ 18.8 75.5-→ 54.2

5)一般的に国民の考え方が韓国と同じ 10.1-→ 14.7 72.0-→ 58.8

（
４
）

*2)経済が衰退し国力が弱くなる 28.3→23.2 |ユ量: 46.1-→ 41.9

ホ6)理解できない不可解な国 38.1→31.9
‥‥―‥………‐‐２
一

一
聡
一
37.5-→ 36.4

*9)韓国は将来日本と対等になる 48.3-→ 46.8 111圭:3 27.5→21.9
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4.受容論議の問題性と課題
1)現実への覚めた認識を
まず最初に指摘したいことは、日本文化に関する論議は、いかに受容するかではなく、既に

韓国社会のなかに再生産システムや流通システムを伴って広く浸透しているという現実認識か

ら始める必要があるということである。

誤解を恐れずにいえば、韓国での日本文化の受容に関する論議は、韓国社会に現在、すでに

流入し存在している日本の大衆文化の実態を無視したものになりがちではないでだろうか。あ

るいは、論議の対象とする場合も、マイナス評価を前提に行われる傾向が強いのではないか。

その背景に、歴史に起因する日本文化へのマイナスイメージがあり、その解消の責任を日本

の研究者として避けるつもりはない。だが、研究という次元では、そのような立場を相対化す

る視点が必要と考える。理由は単に研究方法論上のいわゆる価値自由にかかわる次元の問題の

みでない。韓国青少年のあいだに日本を外国の一つとして位置づけ、その文化を積極的に選択

する意識と行動が、一定の合理性を有して育まれていることを見失う危険性があるからである。

同時にそのことは、韓国社会に根ざした新たな文化の創造の可能性を無視することになるから

である。

このことは漫画、アニメ等の日本の大衆文化を積極的に受容すべきであるということではな

い。むしろ逆である。日本の大学で教員養成にかかわる教師として、現在の日本の文化とりわ

けメディアを通じて大量に供給される世界に対して、生産・流通システムも含めて、その問題

性を深く憂慮する者である。だが、それだからこそ、現に流入し拡大する日本の文化の実態と

その韓国青少年への影響、あるいはそれを要求する社会的ニーズや供給システムの問題を把握

するためにも、覚めた研究者としての視座が重要になることを強調しておきたい。

2)日本文化を相対化し、異文化としての位置づけを
そのためには、プラスであれマイナスであれ、日本文化に特権的位置を与えるべきではない。

世界の様々な文化の一つとして相対化し、異文化として位置づけることから始める必要がある。

そのこととかかわって指摘しておきたいのは、単に日本文化というだけではなく大衆文化とい

う記号のもつマイナスイメージもまた相対化すべきと考える。

文化と文化の間、また文化内部における価値のヒエラルキーを一度は括弧にいれて、あらゆ

る文化を等価におき、それを選択し用いる人たちにとっての意味と価値を問いなおすことが重

要ではないか。もちろん、これは全ての文化を平等に受入れよという意味ではない。今と未来

に向けて、いかなる文化を価値あるものとするかを考察するためにも、その問いのあり方と答

えを求める方法をオープンにすべきと考えるからである。

さらに、もう一つの理由は、いかに特定の文化を上位もしくは下位に位置づけ、その流入を

制限しようとしても、情報化の波はそのボーダーを越えていく、という現実が進行しているか

らである。衛星放送やインターネットの普及による日本文化への直接的アプローチが一般化す

ることにより、文字通リボーダーレスな世界の問題として、国境を前提とした受容論議は過去

のものにならざるをえない。

加えて、日本でもいまIT革命が流行語になっているが、先に紹介したように、韓国の青少年
の世界にコンピューターが普及する速度は、日本の現状をはるかに超えるものであることを改

めて指摘しておきたい。その意味で、情報化に関する限り、日本は韓国を追う立場にあること
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を認めなければならない。だが、それは情報化に伴う問題もまた、日本よりも早く生じる可能

性があることも指摘せざるをえない。

問題は日本文化ではなく韓国文化である。それも次の時代と社会を担う子どもたちの世界の

変化である。

3)日本文化の受容ではなく韓国文化の再構築の視点からの論議を

すなわち、間うべきは、日本文化をいかに受容するかではなく、いま育ちつつある韓国の子

どもたちが求める文化とは何か。あるいは、必要なのはなにか。そして、今と未来の韓国社会

を構成する新たな文化の再構築への課題は何か、ということでなければならないと考える。そ

の選択肢のなかに日本、香港、台湾、中国、シンガポール、アメリカ・・・の文化もあるとい

うことである。

少なくとも、我々共同研究者とともにこれまで実施して調査研究から、韓国社会が工業化か

ら情報化の段階に移行し、子どもたちの社会的形成の過程に生じつつある新たな課題とかか

わって、日本の子どもや若者が選択 (消費)する文化が韓国の同世代の人たちにも積極的に選

択 (消費)さ れていることを指摘したい。その意味で、日本文化受容論議において、日本文化

の受容の可否ではなく、なぜ韓国青少年が日本文化を積極的に選択するかを、日本の青少年の

現状と比較しつつ検討する必要があるのではないか。

すなわち、日本文化をそれを担う人と分離してとりあげるのではなく、韓国青少年の社会的

形成にとっていかなる文化が適合的なのかを、彼ら彼女らが現に選択 (消費)する世界を内在

的に考察・評価する視座から論議すべきと考える。

さらに、文化の再構築の問題とかかわって、やはり先に紹介したが、日本漫画や日本製ゲー

ムの流入が、若干のタイムラグをともなって、韓国漫画や韓国製ゲームの質の高まりと量の拡

大を誘引していることも指摘したい。今後、日本歌謡と韓国の歌謡が類似した道を辿ることが

予測される。すなわち、一時的に日本歌謡の占有率は高まっても、早晩、韓国歌謡の質と量双

方の次元での高まりを誘引して、結果としては韓国文化の再構築への契機を用意することにな

るのではないか。

もちろん、このような視点は、韓国文化と日本文化のみでなく、世界のさまざまな文化との

間に生じることであり、韓国青少年の問題のみでなく、韓国の地で生活するさまざまな人たち

との関係において論じるべき課題でもあることを確認しておきたい。

最後に、上記の観点はあくまで東アジア的世界が西欧社会に起源を有する工業化の波を被っ

たあと、グローバル化した情報化の波を受けることにより、改編を余儀なくされている子ども

とりわけ思春期における人間の社会的形成の問題を、韓国と日本の現状の比較分析をふまえて

考察することを目的とする私自身の問題意識に基づくものである。その意味で、このような立

場自体の問題や他の立場からの問題もあることを前提に提示したものであることを示すため

に、問題性という言葉を用いたことを最後に断っておきたい。

※本調査結果をまとめるにあたり、研究室の伊藤政一郎 (3年 )、 峰松ちひろ (3年)の協力を

得た。名前を記して感謝の意を表しておく。
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資料 1

「韓国における日本の大衆文化についての調査研究」(1996～ 1998年度文部省科学研究費補助

金・国際学術研究)

1.目的
1)韓国青少年への日本文化浸透状況とそのことへの評価の実態把握

2)日本文化を受容する韓国青少年の意識と行動の構造解明のための学校・家庭・地域社会

での生活様式の変化の多面的な調査

3)韓国青少年との比較のための日本青少年の大衆文化受容の現状と評価に関する調査と資

料 0データ収集、

4)上記の三種の調査研究により、

①日韓両国青少年の相互理解教育推進のための課題と方法の解明

②アジア各国における日本文化浸透の影響と問題点を理解するための課題の提示

2.調査研究内容
1)関係機関等への聞き取り調査ならびに関連情報の収集

(1)新聞・雑誌・テレビ等のマスコミ報道に関する情報収集

①定期的に図書館等で新聞・雑誌の内容を調査、翻訳

②関係するテレビ番組のビデオ取り、内容の要約

(2)学校教育の内容調査

①教科書の内容 (日本に関する記述内容の量的、質的特性)

②実際の授業内容や学校行事における日本 (歴史、産業、文化など)の扱い方

(3)行政の対応についての情報収集

①国のレベル (教育部、外務部・・・など)

②地方行政のレベル (教育委員会・・・など)

(4研究者の言論、各種団体・グループの活動・運動などについての情報収集

(5)関連書籍の収集

2)小・中・高校生の聞き取り調査と質問紙調査と実態調査

(1)小学生・中・高校生や大学生の日本文化への接触状況と評価

①日本の漫画の認知度、保有状況、講読 (購入)方法、評価

②漫画以外の日本文化の認知度、保有状況、保有方法、評価

(2)教育関係者の日本文化への接触状況と評価

①教育関係者自身の日本文化の認知度、保有状況、保有方法、評価

③青少年と日本文化との関係についての認知度と評価

なお、各年度の質問紙調査の対象者数と調査実施時期は次のとおりである。
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調査対象者一覧表

①1996年度

馬 居 政 幸・ 夫   伯

調査時期 1996年 12月

ゴを  1085

19971「 12月

り5  1216    ゴで  1144

調査時期 1998年 12月

夕5  1195    ブて  1164

調査時期 1999年 12月～2000年 2月

６９
　
　
期

ｎ
　
　
時査

男
　
　
調②1997年度

③1998年度

④1999年度

初等学校 中学校 高等学校 計

ソ ウ ル 172 189 189 550

大   田 218 188 200 606

釜   山 198 237 200 635

春  川 0 207 256 463

計 588 ０
乙
０
０ 845 2254

初等学校 中学校 高等学校 計

ソ ウ ル 202 260 277 739

大  田 208 89 124 ０
４
′
仕

光  州 194 199 200 593

釜   山 193 204 210 607

計 797 752 811 2360

初等学校 中学校 高等学校 計

ソ ウ ル 193 187 200 580

大   田 198 199 196 593

光  州 195 207 196 598

釜  山 197 Ａ
Ｕ
０
４ 166 564

計 783 794 758 2359

初等学校 中学校 高等学校 計

ソ ウ ル 193 204 200 597

大  田 185 Ａ
Ｕ
Ｏ
乙 200 586

光  州 206 ｎ
ｖ
０
４ 191 598

釜  山 219 195 188 602

計 803 801 779 2383

夕5  1214    メで  1169
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資料2 初等学校5年生、中学校2年生、高等学校2年生に対する質問紙調査の内容
(1)韓国大衆文化接触頻度

①漫画 ②映画 ③大衆歌謡 ④ゲーム ⑤雑誌・写真集 ⑥衛星放送
⑦インターネットを通した韓国大衆文化

(2)日本に関連するものの接触頻度

①日本の翻訳漫画 ②日本の映画(アニメ)③日本の大衆歌謡 ④日本のゲーム
⑤日本の雑誌0写真集 ⑥日本の衛星放送 ⑦インターネット通した日本の大衆文化
(3)日本に関連するものの購買頻度

①日本の翻訳漫画 ②日本の映画(アニメ)③日本の大衆歌謡 ④日本のゲーム
⑤日本の雑誌・写真集

(0 日本のものを先輩・後輩から借りる頻度
(3)と同様

(5)日本に関連するものへの接触状況

①日本の翻訳漫画 ②日本の翻訳映画(アニメ)③日本の未翻訳映画(アニメ)
④日本の童謡や大衆歌謡の接触頻度 ⑤コンピューターやテレビゲームの有無
⑥テレビゲームの利用頻度

⑦CG(コ ンピューターゲーム)やインターネットの利用頻度

(6)日本に関連するものの印象

(2)と同様

仔)所有数
①韓国漫画の単行本 ②韓国語に翻訳された単行本 ③未翻訳の日本漫画の単行本
④韓国歌謡テープ ⑤韓国歌謡CD ⑥日本歌謡テープ ⑦日本歌謡CD
③韓国語に翻訳された日本漫画ビデオ ⑨未翻訳の日本漫画ビデオ
⑩日本のビデオドラマテープ ⑪韓国のゲームソフトプログラム

⑫日本のゲームソフトプログラム ⑬日本のファッション雑誌
⑭日本の女性写真集 ⑮日本の学用品 ⑩日本で作られた服
(8)使用頻度

①日本語を使用する ②日本のファッションをまねる ③日本の歌手の歌を歌う
④日本の漫画の主人公をまねる

0)日本に関連するものへ最初に接触した年齢
(2)と同様

00 初めて見たアニメや漫画の年齢

①未来少年コナン ②ガッチャマン ③鉄人28号 ④銀河鉄道999 ⑤ど根性ガエル
⑥ベルサイユのバラ ⑦千年女王 ③ミンキーモモ ⑨マジンガーZ
ω 接触媒体
①テレビ ②絵本 ③ビデオ ④漫画雑誌 ⑤漫画単行本 ⑥映画館 ⑦その他

l121 日本に関連するものへ最初に接触したきっかけ

①友達 ②先輩・後輩 ③兄弟・姉妹 ④両親 ⑤家にあった ⑥漫画・ンコード店の人
⑦自分で見つけて ③広告 ⑨雑誌 ⑩インターネット
αD 日本の漫画についての印象
00日本や日本人に対する考え
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資料3 韓國日本文學會「2000年秋期国際学術大会シンポジウムー韓国は今後日本文化をいか
に受け入れたらよいか」での基調発表「韓国青少年における日本大衆文化の接触状況

にみる受容論議の問題性と課題」の韓國日本文學會によるハングル訳
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な企せ項。1。ILltせ斗斗ロレンIXl三 輯 尋川●J不 =E711せョ
=せ
電■ユ 銀≧ 択。1■



伯馬 居 政 幸・夫

「⑬望暑 到社存 1」モ 16.4%,「⑭魁暑 q■ 人同召」15.6%鋼 宥♀暑 讐千 嗜 口1嘔qせ斗4
司Elユ針 を♀ 召著。_■ 斗叶せ 令 銀舎 択。1■

ユ到 Jl司,「⑮魁暑 ■
=晉
」
=70.4%フ

ト企♀■ユ 銀■「⑮望暑朝Alせ詈Ol社 臭」二 28。2%,4

電 子 せ 可 。1せ。1企♀.三 98嘔早El乙4■号到 召フトせ「①魁暑鋼 7H嘲 Elせ晉」♀ 56。1%Oll村

65.1%三 舌召司 企♀スントそオ尋ユ 銀■

。1ヲ1ヨ El=子讐 Ol・Ll■ 96嘔斗口1ヱ尋al,ュ岳■号。1そフトを讐舎ユ。1ユ 銀■■
=パ
召せキ

銀嗜 二 ÷召尋二〇ll月 斗嘔せ召二≧。ILl月叱 せ号せ斗斗せ号Ol三 嘔曽量嘔暑せ斗企♀301

冽鋼号キ嘔
～
4。1付電尋≧ 択月咽,電暑 Ol赳。1詈。1叫 召♀子到 Ol電尋≧せ晉♀ 冽鋼電八1を

。_7せ号 Ol赳。1斗 劉♀手スト。1到 ヨパ≧召著。1銀■讐料電エパ召せキ 銀嗜

Ol召斗せ嘔人1冽 ,せ 外パ 嘲手「 l三♀
El101■暑仝刻尋二尋■獄嗜

田♀,ユ手魁暑 OIJ可。l社。l嗜 せ斗 Xll号。1嗜 t。 1項♀電暑■Ol嗜 型暑Oll村暑せ号Oll村鋼

可■
=州
州,ユ狽
=利=暑

嘔謝
=dそ
せ 4乳 認詈封暑嗜電■qァ1尋せ択ol■ ■■司肴スト鋼

。1暑。1州社せ斗針≧せ司,OILl到 01社(≧ せ号Ol三 嘔q到 銀ュ■,電暑到Alせ詈Old計署。l・4■

ユ項
=せ
号利三 J肴司暑外号■01釜■モ召朝村八l二せ 4そ。l■ ユ 4孔 里手 8Al1 4手到召

■ュ 銀■モ人耀舎 せキ 銀■ せパ,①～⑫≧鋼企鋼脅晉。レ1嘲そ到月
=暑
嘔電。1き。同

銀嗜 王 8All d手斗≧ 項七 星号■ユ 2■■01■ ♀。卜
=。
1。ILl斗 ■企嘔

=朝
JTllol社書。1司せ

キ 銀パ|ヨヒ 嘔電。14せ キ 銀■ ユ 鋼口1011Al ol暑ロトOIL■二 471嘔召。1暑咽是人レl早■,

魁暑そ斗≧せ号 Ol赳。1詈鋼 All冽 1到 君早■ユ銀■ユ 鋼月パ
=牛
餓■

ユJ嘔 。l司せ料型01■企嘔Olltt Ol暉 冽電著書子ユ銀■フトユ召書ユせ尋暑 dロトJ星"魁暑

コキ望暑そ斗到嘲せ■フト・ llせせ鋼料鋼嘔斗暑 ZL人同 d斗暑企冽さキ獄=ト

3。 2舅≡
=斗

理暑魁ql EI」 ]フpl嘔重[

ユ咽6♀,電喜斗魁暑咀到嘲せせ号■企嘔鋼電外暑 可斗司尋フ1鋼司,X■号Oll dtt dそせ

4堤、子■斗(「ユ弓冽|』4せ嗜」+「口1ヱ召ユ専刑」4■■」)斗 早■来 「ユ弓川型4■月錯

暑嗜」+「日lユ召」。■ 叫キOl召冽■■ 4Jを鋼電斗暑ユ司
工軍_エス1せ 択。1■ ,

♀社社利召。_7キ列鋼朴。1≧ 銀月■ 96■早司 99嘔 Ol1 4月 4嘔 号叱 Ol嘔 嗜号二 電暑斗 嘔

暑咀Oll嘲司子弓召。_7_■外尋≧ 召♀フトそフト■ュ 早■斗フトを企戴■モ召舎パ召舌キ 銀■ 王

ユ嘔斗召著Oll月 ,「 (1)子召斗早召鋼日l書。1呵社せ■暑」,「 (2)号■斗早■鋼尋4■ Olパコ:号

■01そ朴早■01を企せ嗜暑」,「(3)判。1書餓月t子■01そ71‐ 早■01を企■朝スント召Old
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■尋」,「 (4)冽鋼 嘔斗4鉄≧ 讐 」鋼 4フIXl三 器 せ キ 銀■ 料 99電工 Z鉢罹lJ円 詈召ニフト
釜♀ 舎。_■ 川Ll嘔司q,4■4qそな嘔珀斗 理シ喘嘔舌平■弓司せ 覆01至И。1■
嘔パ,「 (1)号召斗 早■鋼 日1舎。lq社せ ■号」斗「(2)子電斗 早■鋼 濤外 Z■IXlコt子召。1子フト

早弓Olを企せ 讐 」tOll月 ,パせ 4■花 号司 召利鋼ア1到村 暑斗川■0_7嘔斗せ 98電 。l乳 せ号

■仝量詈 スト1朝 嘔二 魁暑嘔,魁暑暑軒611鋼 召号召。1ユ 子■召嘔 ■外暑 キせせ 鋼召。1電 Jヨ銀

4■ 召書 斗彎■ユ朴 せ■ 号司,「 (1)」書 子■■■ ■尋♀,「電暑 呵可」「嘔暑Ol■舎」「せ斗号

舎 4♀暑川」暑 嘲平7,書♀ キオ社嘔召。lユ 子利召嘔可モ斗 召召 嘔覆ヨ暑嘲
=。
1■ ■月 せヨ

暑 せ号 ■仝嘔 All冽1三鋼 電暑モ斗 身せ斗 ■■(せ電→せ0■≧ 鋼召07せせせ キ 銀
=項
。1■

嗜暑せ毬。_翠ヒ朴。171尋仝ヨ銀嗜ユ■■■ 早召斗4月詈二書♀「(3)」
=子
■■モ番号Oll村 ,

暑dを 三せ半司 4■与ス耀書斗咀せキ銀嗜 号司,。lユ暑舎子■■讐嗜暑書「(1)」斗せ司,

電暑。1嗜 望暑望Oll嘲せ魁竜ン司嘔。1口1パ暑暑≧嘲
=。
1■■ ユ嘲モOll,二人卜嘲せスト電子互ン」せ

冽1011ベヒ,手せニフト壼ユ,朴d鋼 刻1可 Oll月 せせ尋モ択。101J♀ 嘲
=引
讐 甲己tユ嘔せ吾せ

号人トコOll村 せ召。■そ川尋モフロ鋼召鋼せ個。1斗 暑牛銀EL

ユ司t01「 (3)」鋼電qollバニ嘔斗暑暑キ銀■ 96嘔 Ollモ 早■斗升斗せ午雪対パ斗喜鵜 。l

ll■号そ 8■号Ol銀ュ 川嗜470～ 80%斗善管二召咀斗争斗銀嗜 ユ嘔副,99■朝≧斗せ牛暑唱

モ早召斗フト5■号。軍番ユ,ユ ロ1舎二 50%嘲。1■ 哄せQl,「召嘲を」,「社電7■」,「せ号嘔ユ■

列む。1羽 Ol■■」,「村讐嘔 ユ嗜 子嗜」,「魁暑フ1督 Oll引召」♀ ユ早 電子斗升 パせ 4電 スト。1到

10%。1せ 七ュ 子召♀せキ 鍼ユ■早召せキ叡叫讐そ。1そオ尋≧召舎斗針せキ 銀■

叫斗月,Olせ鋼ス円三早El,そユ」詈q「魁暑斗 望暑嘔電フL Oll嘲司,■月,子利召,71電召,利

可召。_翠 せせせキ 銀≧早暑到バ喜魁暑モ斗Oll鋼 召尋二外き。卜■斗 導ン1子■■嘔電アントそフト

尋≧召著。1ユ魁■ ■暑せ毛,望せ召王■■可計鋼暑Xl1011嘲司月七 召号召嘔号■4月薔。卜J

■4二 電斗司早召尋≧覆二千月せ■■鋼倒。1そフト■■召著。1銀モ召舎パ召せキ 銀■

OIJせ
.コせ召著外書嘲,舌手鋼電暑斗望暑引 鋼電フl・7卜 嘔斗尋善せ書舎斗叶せキ銀月讐錯

=41召
Ol二 霊Al企刻せ召尋せ暑到 嘲せ乙朴4斗斗 JttOl。 1司せ嗜嘔,■書斗を書召書パ召

せキ 銀舎項を■

1.せ号■仝嘔鋼 All冽1011,電篭黎鋼を♀嘔t101嘔。lLl召♀そ鋼篭賓朝フト」ス1を Q▼ d斗ヨ≧フlせ

qq呵 偲咽瑚銀■
五.ユ斗咽■■al,せ号■仝毬鋼嘔付利可斗嘔4毬 朝号。l斗 暑斗鋼司理引 七 嘔暑斗嘔暑嘔

Oll嘲せ号■召。1ユ 召号召嘔手口l斗 ■フレトき。IXl≧ 召書。1銀■

面.ユ司せ鋼口1011月 ,電暑モ斗川せ八1劉名 7H電召q71せせ咽01斗 嘲
=三
≧ d可二暑利斜モ 嘔
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三二 ■Ol三 魁暑モ斗斗魁暑咀Oll嘲せ冽早を書せ斗尋讐刻フレトヨユ銀■

。
1司せ 召著舎 ロトオユ乳 魁暑そ斗 キ

=モ
鋼鋼 モ利用斗 斗利到 嘲せストd=利人1司 早ユスト、 、

4。 キ暑缶ΩIユ1暑川|」ユ|ユ lXll

l)■4到 Elせ 列Ol銀与嘔料
=

♀d嘔バパ召ヽ ‐ d♀ 召七 q暑暑4011せせ薔鋼≧,Ol暉冽|キ
=せ
項咀フレト。卜Llt 01口 |せ

号人トコ舎ql川」せバ企咽斗♀暑人1全可舎号せ■ユヨ冽1召早■ユ蚊■讐電d咀召Oll村 人l今せ電

■71銀十 六円 qEI

ユ司暑せスト■ユ州 嘔,せ号Oll月≧魁暑モ尋キ
=Ollせ
せ薔鋼七 せ号人ド幹ll嘔川,。l口|♀督

ヨOlそ川■ユ 銀■魁暑嘲子モ斗鋼電嘲暑子八1■月1ョフld■ 王■モ鋼鋼嘲せ。軍尋暑宥♀

ニ ロト。lJ▲ ■外暑 社Xll三 ■冽ヨモ召著。1を■ズ1≧ 錯
=4

ユロ1■朝モ,qストOllア1咀せ嘔暑モ斗到嘲せ口}。lJム 。1口1パフト蛾ュ ユ司企鋼利・J書 嘔暑 嘔

子ストニ村ヨせ鋼二≧ 叡■ ユ司t電子■暑対宅到月七 ユ司せ督せ舎せ嘲斗尋讐ス1召。l理■
■■ユ」4せ嗜 。l♀讐せ舎司電子せ咽せ鋼里署アレ14♀Ollせせ外礎鋼暑Xllせ。1。卜Ll嗜 せ

号■企嘔詈スト。1●ll月 魁暑
=鋼
号子■■三鋼列項ュ ユそ尋暑召号召。_■ d嘲尋讐鋼料斗 可

暑。1,魁■せせJ」舎アレ1ユ 冽パユ銀■善料電舎号型鋼電偲。1銀フ1嘲暑。1■
=バ
Ollユ 召♀

せ千人ド■ll半J嘲赳 AR三書暑斗鋼者乙フ時偲書早八1尋≧嘔01ヨフ1嘲そ。〕■

01召♀ 甕 、OIJ嘲 01社 号鋼魁暑嘲子そ尋暑召号召0_■ キ
=司
。卜■■暑 項♀叫J嗜 立司

調せ朝。1し卜穐≧響い調嘲司到Alユ是讐■Ollせ川尋≧面酵トニ 電川窪嬰暑早呵モ斗号司口1■ Ol暑 暑司

嘲惑。_翠 号詈ヨモ All冽 1到 嘲司,■せ・♀
=八
l企咽ニェJ羽,ユ 暑羽 舎 4冽1♀司尋モ暑咀。1

嗜 ユ司斗ユ憩フ1嘲暑到呵亀 嘔期♀督ヨユ斗嘲ヨユ銀■魁暑モ斗鋼d嘲斗ユ項鋼せ号■企

嘔Oll鋼 電■ 王■ユ択舎立子■暑人目召立子■電縄 1́▲咽鋼暑利暑斗叶尋ア1鋼司月■二 列Ol

銀善電子4三凋qス1肴。1そ主■■モ六円書を刻 早ユ翌■

幼魁暑歌キ肇せ嘲斗■ユ 。1科三対Julィ1ユロ 己

ユ31フ1鋼司州薔普司企。14ロト。lJ企。1を,電暑モ斗到号■召翻封暑早q司月■せ■■ All冽

鋼■讐せそ斗鋼■■三付嘲斗■ュ Olそ斗三朴J口14■モ項Oll村早Elスl計せ毬■外銀■ ユ項
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Ollせ嘔司qパ召司千ユ製書召七 せ金司 魁暑モ斗Oll El司州讐。卜J斗 嘲そモ斗斗讐アにント癸
≧ロト。1呵企。1口1パ 王せ付嘲到司。卜せ嗜ユ J4韓
そ斗針暑斗スト。1,ユJユ 暑斗.嘲早Oll ttOIAl鋼 フレ1鋼 村電二月(Hierarchie)書 者を♀ せユOll

リュ ニ岳暑斗暑子フ1011早ュ ユ項書社嘲尋セスト警詈到川餓OIAl鋼口1斗 フレ1暑 ヨ詈モ項。1子

■■月錯
=外
詈尋,01項♀里岳暑斗暑■号■列牛

=尋
斗モ鋼ロント。ILl■ 嘔瑚斗口l硼暑嗜司,

OIIElせ 署尋暑フレ1銀■項。‐ ■讐外暑ユせ尋フ1翻司Alニ ユJせ 詈
=鋼
そ川せ召斗せ舎手子

■■せ咽
=立
モ八1ガ 0卜 せ嗜ユ」4■フ1嘲そ。1■

ユJユ 王■円 。1♀善,叫子J号召そ斗暑せ鋼王ヒ■鋼Oll手ニ ユ♀督書利せ尋司■呵

二 ■■斗鋼詈裡♀ユ召冽1暑 LJOIAlを嗜≧電せ。14可ヨユ銀ア1嘲そ。1嗜 鋼電せ舎。1叫 嘔El

哄到ユ詈。■ 魁暑暑斗三鋼召召召嘔召詈。1望せ斗ヨユ,そ4嘲三子を冽|(borderless)州川鋼せ

暑。_■ 号を
=dXll三

せキ
=モ
鋼ヒ斗冽鋼暑Xllフトヨパ錯書牛叡■

唄せ朝,魁暑到月二月詈 IT呵可。1♀可Olオ ヨユ 銀パt霊村企川せ嘲二 せ号鋼電企嘔 All

冽1011君平Elフトユ調 ■寺二讐,電暑鋼せ暑舎電d朝 Ol増≧斗暑料理合しい1せ 嘔月召司手ユ

4せ嗜 ユ司せ鋼口1・ll月,■■斗Oll,せせせ,電暑書せ号書ヨ叫二≧督せ到 銀斗暑人廻書 咀■■
月錯書キ鎖■ ユ司Ll朝フ1バ ■ユ斗Oll号せ毬暑利王せ魁暑ユ叫霊バ せJせ 4号J。1蛾■

モ召三月召せキ銀嗜

暑Xll≧ 魁暑そ斗オ。卜Ll斗 せ号暑斗。1嗜 ■三 ■
=ス
1嘲斗ストコ暑 dOld Ol赳。1詈 All川鋼電斗

朝嗜

3)魁暑モ斗 キ
=朝

。卜Ll斗 せ号暑斗 刻子寺鋼ス1召朝Alむ鋼暑

寺,詈O10卜 せ項♀魁暑暑斗暑 Ol暉川キ
=せ
狽嘔フント。卜Jtパ詈 Xl・斗叫≧せ号鋼 Ol赳。1詈

。1子子■≧そ斗モ早哄嘔フL王ヒ理■■ぺ♀早哄嘔フLユJユ 嘔川斗口1酬鋼せ■人トコ暑子偲

尋≧ Al三♀そ斗鋼川子寺Olltt n子ヨ薔斗利暑早哄咀フL斗モ岳利。101。卜せ嗜ユ J4鶴 ユ
d■■今Oll讐 望二 薔 ,嘲t子■,■4普,可号…鋼そ斗三銀■
■Ol三 嘲71・ 号号電子朴斗せ列月詈4月 社八1せ 乙朴電子到月,せ号ス}司フト号督斗Ollバ ■ユ斗

せ川三。1可ヨュ Ol赳。1詈鋼料司召■■■■OllせJ尋ユ 銀モ Al三♀斗Xll斗 せ嘔■q,電暑鋼

Ol嘔。1嗜 劉♀手。ld朝 (企口l)■モそ斗外せ号鋼暑All嘲 スト甘詈到冽|二 召号召0_■ 社嘲(企口l)ヨユ

銀■モ召書パ召尋ユ朴せ■ ユ司せ鋼口1到村,電暑暑斗牛各薔鋼Oll ttOl劉,電暑そ斗キ
=鋼
フト

早オ叫J吼 到せ号■企u詈ol魁暑そ斗暑召号召。■d嘲尋■外暑望暑■仝J鋼 せせ斗日lュ

■q召三せ理■外銀舎項。1■
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千望暑暑斗暑ユ項書せオ尋与人晴斗暑■■朝■早ヒ択。1。ILltせ号■企嘔qストコ召電J
Oll ttOitt Ol嘔 そ斗外召舌召魁フト暑,ユ詈。1社利三 d■(企Jl)電機I All川詈嘲川■0_7ユせ。■

フト■与 llttOll月 セ
=鋼
司。卜貢ltト

斗
=J暑
斗鋼川子寺そXll斗 せ嘔尋Ql,qス1霊州企刻■ 望暑せ斗嗜望暑利冽|・J鋼 ♀¶。1,嗜

を鋼■01電書十せ尋Ql,せ号せ斗■月|・J鋼 4召 著せ斗讐鋼身嘲暑♀咀■ユ蚊む召二月召尋

ユ翌嗜 詈手魁暑外立斗せ号フトント千杯卜せ社書フロ1運 項。1到尋是■ 亀 望ス1■ 0_軍 魁暑4■

鋼電♀
=♀
む叫月二 晋せ号71n鋼 電斗讐せせ鋼対足到Al識せ舎♀嘔尋q,電斗召oここせ
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韓国における日本大衆文化の調査研究 (4)

資料 4 1999年度質問紙調査結果
韓国青少年における日本大衆文化実態調査

01 接触頻度

10.:

9.7

⑦インターネットを通した大衆文化接触

④ゲーム

①漫画

28.3

口1ほ ぼ毎日接し
ている

国2… 週間に数回

口3.半月に数回

口4`―ヶ月に数回

■5.数ヶ月に数回

口6.接していない

8.4

1 ほぼ毎日接し
ている

2.―週間に数回

3.半月に数回

4-ヶ月に数回

■6.数ヶ月に数回

口6.接していない

回無回答



伯馬 居 政 幸・夫

02 日本に関連するものの接触頻度

①日本の翻EIR漫画 ② 日本の映回

7.1

15.1

12.5

④日本のゲーム

⑤日本の雑誌、写真集

２

　

　

　

　

１
．
０

⑥日本の衛塁放送

7.1

:|.5

5.9

8.1

⑦インターネットを通した日本文化の接触



韓国における日本大衆文化の調査研究 (4)

03 日本に関連したものの購買頻度

②日本の映画

1・ ほぼ毎日買つ
ている

口2.―週間に数回

口3.半月に数回

口4.―ヶ月に数回

■5.数ヶ月に数回

口6.買つたこと力《な
い

口無回答

1.ほぼ毎日買つ
ている

2.―週間に数回

3.半月に数回

4.―ヶ月に数回

5.数ヶ月に数回

6.買つたことがな
い

無回答

③日本の大衆歌謡

1,ほぼ毎日買つ
ている

口2.―週間に数回

口3.半月に数回

口4.― ヶ月に数回

■5.数ヶ月に数回

口6.買 つたこと力くな
い

口無回答

④日本のゲーム

⑤日本の雑誌.写真集



馬 居 政 幸・夫   伯

Q5 最初に接触したきつかけ

①日本翻訳漫画 ②日本の映画

Op 5.0 10.0 15020.025.0

1 左i3を目して

3.兄

"、

姉饉を●して

6=にあつたので

7.闘 18で 自分が見つけて

0.饉 協を轟して

,1籠触したことがない

③日本の大衆歌EE

1 友13を通して

2先 腱.後 菫を通して

3.兄 弟.姉諫を通して

4.目 曖を通して

3家にあつたので

8.テレビや新聞りの広書を■して

0饉 口を通して

:0パソコン■口やインターネットを通して

11.臓触したことがない

福回害

④日本のゲーム

100 20.0 40.0

1 ■■を轟して

2先菫.餞菫
=量
して

0兄
"."nt轟

して

'.日
店で自分|:■つ!'て

⑥日本の衛星放送
３５

０

３。

０

２５

０

２。

０

‐５

０

‐０

０

1.友日を通して

2.先菫.後菫を通して

3.兄 弟.節鑢を通して

4岡明を■して

6.家にあつたので

6農日、カラオケ.レヨードロの人を■して

7.目自で自分が見つけて

8テレピや衝聞りの広告書通して

0錠腱を通して

11.ll触したことがない

12その他

鵬回密



韓国における日本大衆文化の調査研究 (4)

0友理や先二.険量に40りた準
"本
で餞む

[_

0阜行本を組回。買し本量で読む

0最口鑢館を最画・資し本置でflりて家で読む

③単行本を漫回。費し本日で構りて凛で銃む

⑩日本の翻訳hil国について他の人と88す

06 ①日本の翻訳漫画

O組回雑誌や単行本を何人かで饉む



伯馬 居 政 幸・夫

06② 日本の翻訳漫画映画

①自分の家のテレビ放送で見る

::ffib

0友週や先菫.後 2に僣りて見る

01 ほぼ毎日している

日2.―週間に敏ロ

ロ3.半月に敗ロ

ロ4.―ヶ月に餃回

口3数 ヶ月に螢ロ

ロG したことはない

0帰口答

◎
“

訳組画映回について他の人と話す

口1.ほぼ儡日している

口2.―週間に螢ロ

ロ3.半月に餞回

口4-ヶ 月に強ロ

●3.螢ヶ月に敗ロ

ロ6 したことはない

口籠回答



韓国における日本大衆文化の調査研究 に)

06 0未翻訳の日本の漫画映画

②友連や先輩、後輩の家で見たこと
がある

４．５５

４．７６．５（̈̈̈̈
一一）８８．８

５．０９．５（“̈一一〕）８５．５

③ビデオ店の中で見たことがある

⑤日本から帰つた人からもらつて見
たこと力tある

⑦何人かで見たことがある

④ビデオ
「野壁習庸

や自宅で

⑥一人で見たことがある

5.0

"5
49

田

①友違や先IE、 後輩に借りて見たこ
とがある

４．２５

③見たことについて他の人と話した
ことがある

5.0

■



伯馬 居 政

06 ④日本の重謡や大衆歌謡の接触頻度

幸・夫

0日本の本やCDを発つている日で聞く

口4-ヶ 月:こ数回

●5.螢ヶ月に菫回

⑥友理や先二.後■の環で聞く

0日本の■8Bや大衆欧88について他の人とEEす



韓国における日本大衆文化の調査研究 (4)

06 ⑤コンピューターやテレビゲームの有無

①韓国製テレビゲーム機を持っている

⑥日本以外の外国製コンピュータ‐を
持つている



伯馬 居 政 幸・夫

Q6 ⑥テレビゲームの利用頻度

①韓国製テレビゲームを一人でする

0●国製テレビゲームを何人かでする

0日 本製テレビゲームをゲームセンターでする

⑦日本製テレビゲームについて何人か
で話す

③日本製ゲームを友人に僣りて使う

②日本製テレビゲームを一人でする

0日本製テレビゲームを何人かでする

0韓口●テレビゲームをゲームセンターでする

③韓国製ゲームを友人に借りて便う



韓国における日本大衆文化の調査研究 (4)

06 ⑦日本の写真や雑誌に対する読み方

②友人から借りて読む

@)fitA'.r-nr:&o

①本人が買つて読む

ている

■2.― 週間に
数回

●3.半月に数
回

口4.― ヶ月に数
回

■5.数ヶ月に数
回

口6.したことは
ない

回無回答



馬 居 政 幸・夫 伯

06 0CGや インターネットの利用頻度

①韓国製CGを一人でする

③韓国製CGを何人かでする

佃玲 i

14.8

日1.ほぼ毎日
している
■2.―週間に
数回

口3.半月に数
回

□4.―ヶ月に
数回
■5.数ヶ月に
数回
口6.したこと
はない

口無回答

0日 本製CGを何人

⑥日本製CGについて何人かで話す



韓国における日本大衆文化の調査研究 (4)

07 所 有 数

①韓国語漫回の単行本

■.1～ 6
2.6～ 10
3.11-15
4.16-20
5.2■ -25
6.26-30
7.31以 上
8.な し
無 回 答

②韓国語に翻訳された単行本

1.1～ 5
2.6～ 10
3.11-15
4.■ 6～ 20
5.21～ 25
0.26-30
7.31場 ■_上
8.な し
無 回 答

③韓国鰭に翻訳されていない日本漫回の単行本

1.1-5
2.6-■ 0
3.11-15
4.16-20
5.21～ 25
6.26～ 30
7.31"え .上
8.な し
無 回 答

④韓国歌調テープ

1_■ -5
2.6～ 10
3.11-15
4.16-20
6.21-25
6.26-30
7.31以 上
8。 な し

無 回 答

⑤ 祗:[ヨ W嗜呂CD

1.1-5
2.6-10
3.11-16
4.16～ 20
6.21-25
0.20～ 30
フ.3■ 場■_上

ビ.なし
無 回 答

⑥ 日本 歌 8Bテープ

1.1～ 5
2.6～ 10
0.11-15
4.16～ 20
5.21-25
0.26～ 30
7.31"■ .上
8,な し
無 回 答



伯馬 居 政 幸・夫

1.1～ 5
2.6-10
3.11-15
4.10～ 20
5.21～ 26
6.26-30
7.31以 上
8.な し
無 回 答

③ 韓 国語 に翻訳 され た 日本漫回 ビデオ

20      30      40      50

1.1～ 5
2.0～ 10
3.11-16
4.16-20
5.21-25
6.20～ 30
フ。31以 上
8.な し
無 回 答

◎ 韓国 85に翻訳され ていない 日本 漫画 ビデオ

10     20     30     40     50     00

1.1-5
2.6-10
3.11-15
4.16～ 20
5.21-26
6.26～ 30
7.31以 上
8。 な し

無 回 答

ヨ:i:8111

:l暮手

11:葺
コ■.●■::::

1輔
， 謙
＝

■
群

‥―………‐

li菫:
・覇

一

騨
輛蜘

一
　
”̈

締
螂

-5。 1
●
一一

|:■

⑩ 日本 のビデオ ドラマテープ

20     30     40     50

1.1～ 6

2.6-10

3.11-15
4.16～ 20

6.21-25
6.26-30
フ。31以 上
8.な し
無 回 答

17

コ1・9■ 1

■117ず :

コ.=16:i

:0191‐ 11=

l:11:.:::

bi.さil.

11::11i::

■■  11:F

::■ :::

|:11:li::i::

:||

1:'「1111111:|

:11=1:i::i

i:.;l

義計

1:li:11,:| ::i:i
:111、 11

|ユ :

⑪ 韓 国 のゲー ム ソフトプログラム

10     15     20     25

1.1-5
2.6-10
3.11-15
4.16～ 20
5.21-25
0.26-3Q
7.31以 上
8.な し
無 口 答

1.1～ 5
2.6～ 10
3.■ 1-15
4.16-20
5.2■ -25
6.26～ 30
フ.3■ 鯰A_L
8.な し
無 回 答

⑫ 日本のゲームソフトプログラム

20         30



韓国における日本大衆文化の調査研究 (4)

⑬ 日 本 の ファッシ ョン 雑 誌

20     30     40     50

1.1-5
2.6～ 10
3.11-15
4.16-20
5.2■ -25
6.26-30
7.31鯰 ■.上
8.な し
無 回 答

⑭ 日本 の女性写 真 魚

30     40     50

1.1-5
2.6～ 10
3.1■ -15
4.10～ 20
5.21-25
6.26-30
7 ●1以上
8。 な し

無 回 答

⑮ 日 本 の 学 用 品

10     15

1.1～ 6
2.6-10
3.11～ 15
4.16～ 20
5.21-25
6.20-30
7.31鳩 ム_上
8.な し
無 回 答

一
コ:21:::

コ1.0:i■

コ1。 3・ '11

,1111.1111111:

,1・弯・1111
11.1■

.■ r rt.ri::,i r:

:二

|::::::::::::il:

||::111:::|

購
群:難

|II:l「
::::11

=義”臨
静-1・・1 i:: ,.; 幕 :

===コ
7

1:111:|:

議
一̈軸
＝田̈

」
＝
＝
一＝
」計

一，
■
●
Ｉ
ヽ
事
■
一

墓ま
11111:碑

li

-6」 離II費車: Ⅲll轟

① 日 本 で 作 られ た 服

20       30       40

1.1-5
2.6～ 10
3.11-15
4.16-20
5.21-25
0.26-30
フ.31場■_上
8.な し
無 回 答

⑪ 日本 0キヤラクター商 品

10      15      20

1.1～ 5
2.0-10
3.11-15
4.16～ 20
5.21-25
6.26-30
フ.31■ユ上
8.な し
無 回 答



馬 居 政 幸・ 夫   伯

Q7 ①初めて見たアニメや漫画の年齢

① 初 め て 見 た ア ニ メや 漫 回 の 年 齢

①未来少年ヨナン

② ガ ッチ ャマ ン

③ 鉄 人 28号

④ 銀 河 鉄道 999

⑤ ど根 性ガエル

⑥ ベルサ イユのパラ

⑦ 千 年女エ

③ ミンキーモモ

③ マジンガー Z

⑩ アタッアタツ

① エバングリオン

⑭ セーラームーン

⑩ スラムダンク

フ



Q7 ② 接 触媒体

1.テ レビ
2.絵 本
3.ビ デ オ
4.漫 回 雑 誌
6.漫 画 単 行 本
6.映 回 館
フ。そ の 他

無 回 答

韓国における日本大衆文化の調査研究 (4)

③ 鉄 人 28号

30

1.テ レビ
2.絵 本
3.ビ デ オ
4.漫 回 雑 誌
5.漫 回 単 行 本
6.映 画 館
フ。そ の 他

無 回 答

① 未 来 少 年 ヨナ ン

■.テ レビ
2.絵 本
3.ビ デ オ
4.漫 回 雑 誌
5,漫 回 単 行 本
6.映 回 館
フ。そ の 他

無 回 答

1.テ レビ

2.絵 本

3.ビ デ オ

4.漫 回 雑 誌

5.漫 回 単 行 本

6.映 画 館

フ。そ の 他

無 回 答

1.テ レビ
2.絵 本
3.ビ デ オ
4.漫 画 雑 誌
5.農 回 単 行 本
6.映 画 館
7.そ の 他

無 回 答

⑥ ベルサ イユのパ ラ

20      30      40

■.テ レ ビ

2.絵 本
3.ビ デ オ
4.漫 回 雑 誌
5.漫 回 単 行 本
6.映 画 館
フ.その 他
無 回 答



伯馬 居 政 幸 0夫

1.テ レビ

2.絵 本
3.ビ デ オ
4.漫 回 雑 誌

6.漫 回 単 行 本
6.映 回 館
フ.その 他

無 回 答

1.テ レ ビ
2.・ 絵 本

3.ビ デ オ
4.漫 回 雑 誌
6.漫 回 単 行 本
6.映 画 館
7.そ の 他
無 回 答

1.テ レビ
2.絵 本
3.ビ デ オ
4.漫 画 雑 誌
5.漫 回 単 行 本
6.映 回 館
フ.その 他
無 回 答

1.テ レビ

2.絵 本

3.ビ デ オ

4.漫 回 雑 誌

6.漫 回 単 行 本

6.映 画 館

7.そ の 他

無 回 答

無 回 答

7.そ の 他

6.映 画 館
●.漫 回 単 行 本
4.漫 画 雑 誌
3.ビ デ オ
2.絵 本
1.テ レビ

②千年女エ

30

⑨ マジンガー Z

① エバ ングリオン

15    20    25

⑫ セ ー ラー ム ー ン

1.テ レビ

2.絵 本

3.ビ デ オ

4.漫 画 雑 誌

5.漫 回 単 行 本

6.映 画 館

フ。そ の 他

無 回 答



韓国における日本大衆文化の調査研究 (4)

■.テレ ビ
2.絵 本
3.ビ デ オ
4.漫 回 雑 ■t
5.漫 口 単 行 本
6.映 口 館
7.そ の 他
無 回 答



馬 居 政 幸・夫   伯

Q9 使用頻度

①日本語を使用 ②日本のフアッションを真似る

③日本の歌手の歌を歌う ④日本の漫画の主人公を真似る

12.3

15,8



韓国における日本大衆文化の調査研究 (4)

Q10 日本の漫画についての印象

①絵がリアルである

3.9

⑤出てくる男性や女性がかつこいい

⑦出てくる男性や女性がやさしい

⑥出てくる男性や女性がかわいい

③出てくる男性や女性が優雅である

4.4   14.6

14.8

②ストーリーがおもしろい

24.5

□1.そう思う

目2,少しそう
思う

□3.分からな
い

口4.あまりそ
う思わない

■5。 思わない

口無回答

④読んでいるとわくわくする

13.3

口1.そう思う

目2.少しそう
思う
□3.分からな
い

口4.あまりそ
う思わない

■5.思わない

□無回答

③どんどん次を読みたくなる

18.9

□1。 そう思う

回2.少しそう
思う
口3.分からな
い

口4.あまりそ
う思わない

■5.思わない

□無回答



伯馬 居 政 幸・夫

|~

|

⑨読んでいると勇気が出てくる ⑩読んでいると友連と話ができる



韓国における日本大衆文化の調査研究 (4)

Qll ①おもしろい

①日本の翻訳漫画 ②日本の映画

③日本の大衆歌謡 ④日本のゲーム

⑤日本の雑誌の写真集 ⑥日本の衛星放送

137.9

⑦インターネット上の日本文化



伯馬 居 政 幸・夫

011(2かつこいい

⑥日本の衛星

28,9

③日本の大衆歌謡

⑤日本の雑誌の

9.4

□1.そう思う

□2.少しそう
思う

□3.分からな
い

口4.あまりそ
う思わない

■5.思わない

口無回答

①日本の翻訳漫画

21.0

8.6

□1.そう思う

田2.少しそう
思う

口3.分からな
い

口4.あまりそ
う思わない
■5.思わない

回無回答

④日本のゲーム

19.8

口1.そう思う

目2.少しそう
思う

□3.分からな
い

口4。 あまりそ
う思わない

■5。 思わない

口無回答

⑦インターネット上の日本文化

口1。 そう思う

田2.少しそう
思う
□3.分からな
い

口4。 あまりそ
う思わない

■5.思わない

□無回答



韓国における日本大衆文化の調査研究 (4)

Qll ③役に立つ

①日本の翻訳漫画 ②日本の映画

型 102

③日本の大衆歌謡 ④日本のゲーム

習 9.6

⑤日本の雑誌の写真集 ⑥日本の衛星放送

⑦インターネット上の日本文化
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Qll ④いやらしい

①日本の翻訳漫画 ②日本の映画

③日本の大衆歌謡

□1。 そう思う

目2.少しそう
思う
□3.分からな
い

口4。 あまりそ
う思わない

■5。 思わない

回無回答

④日本のゲーム

⑤日本の雑誌の写真集

5.1   14.9

⑥日本の衛星放送
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Qll ⑤暴力的

①日本の翻訳漫画

31.5

②日本の映画

③日本の大衆歌謡

11.9

④日本のゲーム

⑤日本の雑誌の写真集 ⑥日本の衛星放送

⑦インターネット上の日本文化

5.2   12.2
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01l ⑥罪悪感

①日本の翻訳漫画 ②日本の映画

③日本の大衆歌謡

27.2

口1.そう思う

国2.少しそう
思う
□3.分からな
い

口4.あまりそ
う思わない

■5.思わない

日無回答

④日本のゲーム

16.3

⑤日本の雑誌の写真集 ⑥日本の衛星放送

13.0

⑦インターネット上の日本文化

11.6



1)国民にバイタリティがあり将来性
のある国

□1.まさしくそ
う思う
目2.そう思う

□3.どちらと
もいえない

□4.あまりそ
う思わない

■5。 全くそう
思わない

口無回答

3)将来、韓国の存在を脅かす国

5)一般的に国民の考え方が韓国人
と同じ

口1.まさしくそ
う思う
回2.そう思う

□3.どちらと
もいえない

□4.あまりそ
う思わない

■5.全くそう

韓国における日本大衆文化の調査研究 (4)

012日本や日本人に対する考え

2)経済が衰退し国力が弱くなる

4)韓国の発展のために協力が必要
な国

6)理解できない不可解な国

8)日 本国民の才能が韓国国民より
優れている

7)勤勉で優れた資質を持つた国

口1.まさしくそ

5.1  12.6

う思う
圏2.そう思う

□3.どちらと
もいえない

□4.あまりそ
う思わない

■5.全くそう
思わない

□無回答

口1.まさしくそ
う思う

国2.そう思う

口3.どちらと
もいえない

□4.あまりそ
う思わない
■5.全くそう
思わない

ロ 1.まさしくそ
う思う
圏 2.そう思う

□ 3.どちらと
もいえない

□ 4.あまりそ
う思わない
5.全くそう■

思わない
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9)韓国は将来日本と対等になる

11)日 本人に対して敵対感を感じる

13)西 欧人より日本人が好き

5.4  8.9

15)日本に旅行に行きたい

10)日 本人に対して親密感を感じる

14)中 国人より日本人が好き

5.2  1o.1

16)日本の大学や大学院に行きた
い

30.8

口1.まさしくそ
う思う
国2.そう思う

口3.どちらと
もいえない

口4.あまりそ
う思わない

■5.全くそう
思わない

□無回答

□1.まさしくそ
う思う
国2.そう思う

□3.どちらと
もいえない

□4.あまりそ
う思わない

■5。 全くそう
思わない

口無回答

9.7電

□1.まさしくそ
う思う
国2。 そう思う

□3.どちらと
もいえない

□4.あまりそ
う思わない

■5.全くそう
思わない

口無回答

12)日本や日本人に強い関心を
持つている

回1.まさしくそ
う思う

目2。 そう思う

□3.どちらと
もいえない

口4.あまりそ
う思わない

■5.全くそう
思わない

口無回答

□4.あまりそ
う思わない

■5.全くそう
思わない

口1.まさしくそ
う思う
日2.そう思う

□3.どちらと
もいえない

□4.あまりそ
う思わない

■5.・ 全くそう

11.2



韓国における日本大衆文化の調査研究 (4)

印
ぜl.7
22.8

19.9

17)日 本企業に就職して働きたい 18)日 本でしばらく生活してみたい

20)日 本人を家に招待したい

5.4   14.2

24)日 本の文化を学びたい

□1,まさしくそ
う思う

圏2.そう思う

□3.どちらと
もいえない

□4,あまりそ
う思わない

■5.全くそう
思わない

□無回答

19)日 本人と友達になりたい

23)両国の関係をよくするために努
力したい

口1.まさしくそ
う思う
□2.そう思う

□3,どちらと
もいえない

□4.あまりそ
う思わない
■5.全くそう
思わない

口無回答

□1。 まさしくそ
う思う

□2.そう思う

□3.どちらと
もいえない

□4。 あまりそ
う思わない

■5.全くそう
思わない
口無回答

21)日 本人と一緒に仕事をしたい

5。 3   12.5

口1。 まさしくそ
う思う
回2.そう思う

□3.どちらと
もいえない

□4.あまりそ
う思わない

■5.全くそう
思わない

□無回答

22)日 本語を勉強したい

国1.まさしくそ
う思う
□2.そう思う

□3.どちらと
もいえない

口4。 あまりそ
う思わない

■5.全くそう
思わない

□無回答



伯

25)日 本の技術を学びたい

馬 居 政 幸・ 夫

口1.まさしくそ
う思う

田2.そう思う

□3.どちらと
もいえない

□4.あまりそ
う思わない

■5.全くそう
思わない

口無回答

26)日 本文化や漫画や歌謡等自由
に接したい

□1.まさしくそ
う思う
団2.そう思う

口3.どちらと
もいえない

口4。 あまりそ
う思わない

■5.全くそう
思わない

口無回答
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